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令和２年３月発行

全国セミナーに参加しての感想

Ｅとこ・ええ街協議体通信

【 協議体会長：鈴木 武子 】

栗原市の「東お茶っこ会こんなところ」はお茶っこ仲

間の二つの願いが達成された事例でした。ひとつめは、

施設に入所した仲間の「自宅に戻って畑をしたい」と

いう願いを何とか叶えてあげようと施設に訪問して支

え、ついに自宅に戻れた例。ふたつめは、８９歳の方

の「私も綺麗でいたいなあ」の一言から計画されたお

化粧教室。みんなが知恵を出し合い、支え合い工夫す

ることによって、高齢者の生きがいづくりが達成され

たことは、本当に素晴らしい、やれば出来るを実感さ

せる発表例でした。大変勉強になり参加してよかった

です。

宮城県各地の特色ある地域づくりの取り組みを学ぶこ

とができました。東日本大震災からの復旧・復興を通し

て、地域の繋がりや支え合いの重要性を再確認し、そ

れが地域支え合いの体制づくり推進の大きな力となっ

ています。今では、たくさん笑顔と共に、各地にお宝（通

いの場）が広がっているそうです。

令和２年２月１４日仙台市で開催された全国セミナーに
協議体委員２名、包括職員２名が参加しました！

【 協議体副会長：渡辺 均 】

１．人と人が集まれば、そこには必ず何かが生まれる。

新しい繋がりや次への期待感が生まれる。つながり、つ

なげることから始まることの大切さを再認識しました。

２．今回の学習から学ぶこと、それを生かすことが必要

であり、求められていることだと思っています。

３．事例にある通り、お宝探しは、地域にあるものを見

出しながら対人信頼関係を築くうえで、大変良いことだ

と思いますし、また、実践している地域の人たちのエネ

ルギーは素晴らしいものがあると思いました。

４．これらを通して、自分のため・家族のため・地域の

ために、現在与えられていることを生かすための努力を

通して、貢献をしていきたいと思います。
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〇今、私たちの住む地域でも、少子高齢化・人口減少に伴い、一人暮らしの高齢者や高齢者世帯が増加するなど、高齢社

会への対応は大きな課題となっています。そのような中で「人とのつながり」「自分の通いの場や役割があること」が大

切であり、目標にしてきました。

〇「通いの場（サロン・カフェ・集いの場）ってどんなもの？

通いの場とは、住民同士が気軽に集い、一緒に内容を企画し、活動内容を決めて交流しながら「生きがいづくり」「仲間

づくり」の輪を広げる活動。介護予防につながります。場所は公民館や個人の家、みんなが通いやすい場所になります。

〇「気軽に」「無理なく」「楽しく」

仲間とおしゃべりして、笑って一緒に過ごすことが、認知症予防や介護予防、孤独防止につながります。

〇参加者がやりたいことを楽しむ！それが、通いの場！そこから支え合いが生まれます。

（事務局）

東通地域包括支援センターひだまり

秋田市東通仲町４－１アルヴェ5階

（TEL)０１８－８８４－１４０５

～編集後記～ 今年度もたくさんの方々の支援によっ

て、３回発行することができました。今回の全国セミ

ナーで学んだことは、来年度に活かして協議体委員と

共に頑張りますので、よろしくお願いいたします。

（斉藤）

住み慣れた地域で安心して暮らせる社会を目指して

生活支援体制整備事業～今年度の振り返り～

サロン訪問 通いの場創出４ヵ所

広報３回発行

協議体会議４回開催 協議体主催 昼食会３回開催

°˖✧広げてみませんか？仲間づくり「通いの場！」✧˖°


